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【背景・目的】2016 年総務省「労働力調査」によると、
わが国における労働人口（役員を除く）は 5,372 万人であ
る。時代の変遷に伴い、職場における組織の複雑化や業務
の多様化が進む中、労働者の健康を支援する産業看護職の
役割もさらに多岐にわたっていくのは必然である。しかし、
産業看護職は職場に 1 人で勤務する場合も多く、系統的か
つ組織的な教育訓練が行われていない場合も多い。また 1
人勤務の職場では、当人の産業看護職としての資質能力の
客観的評価システムが存在しないため、自己評価に頼るし
かないが、これらを的確に評価できる尺度は今のところ存
在しない。そこで本研究では、職場に 1 人で勤務する産業
看護職の資質能力を総合的かつ多面的に自己評価できる
暫定版「資質能力自己評価尺度」を開発したので報告する。 
 
【方法】日本産業看護学会と新潟県産業看護部会の会員
354 名に対し、①属性（年齢、経験年数、所属部署など）、
②職場に 1 人で勤務する産業看護職に必要な資質能力は
何かという無記名の自記式質問調査を行った。産業看護職
の資質能力の定義は先行研究では見当たらないため、産業
看護職と同様に 1 人勤務あるは少人数配置である養護教
諭の定義（教育職員養成審議会答申）を参考にし、「専門
的職業である産業看護職に対する愛着、誇り、一体感に支
えられた知識、技能等の総体」とした。 
 
【結果】回収率は 26.8％であった（N=95）。属性では 40
歳代が 35.8％と最多で、職場に 1 人で勤務する産業看護
職は 36.3％（33/91）であった。産業看護職としての平均
経験年数は 15.5±10.3 年、臨床経験ありの割合は 56.8％
（46/81）、平均経験年数は平均 5.6 年であった。また企業
勤務が 63 名と最も多かった。 
 自記式質問調査によって「職場に 1 人で勤務する産業看
護職に必要な資質能力」について尋ね、128 項目が収集さ
れた。128 項目は、産業看護職の資質能力の概念を明らか
にした先行研究に基づき、5 つの構成概念「専門職として
の役割を発揮する能力」、「自己研鑽」、「コーディネート」、
「専門職としての役割の創造」、「問題解決能力」と「その
他」に割り当て、初回項目プールを作成した。さらに、現
役の産業看護職 3 名と産業看護学の専門家 1 名、産業医 1
名の併せて 5 名の評定者によって初回項目の内容的妥当
性の検討を行った。具体的には、内容的妥当性の観点から
評定者 5 名が一致して産業看護職に必要な資質能力と判
断した項目を原則として採用した。その結果、最終的に 22
項目が内容的妥当性の高い項目と判断されたので、それら
22 項目を用いて「暫定版職場に 1 人で勤務する産業看護
職の資質能力自己評価尺度」を構成した（表 1）。 
表 1．暫定版資質能力自己評価尺度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】対象者は 40 歳代が最も多く、半数以上が、臨床
経験を経て産業看護職になっていた。産業看護職は事業所
に 1 人、あるいは複数配置されていても少人数である場合
が多く、看護業務の全てを 1 人もしくは少人数で行う必要
がある。そのため幅広い知識と技術が要求される。 
今回開発した暫定版尺度を、産業看護職と同様の環境（1
人勤務あるは少人数配置）で勤務していると考えられる養
護教諭の資質能力と比較したところ、専門職としての力量
や変化の時代を生きる社会人としての能力に関する事柄
は一致していたが、仕事に対する使命感や誇り、責任感と
いった情熱に関する事柄については、産業看護職とは異な
っていた。学校と事業所では当然対象者の背景が異なるた
め、求められる資質能力にも違いが認められる一方、「専
門職」としての力量に関しては共通していた。 
 
【結論】今後、暫定版「職場に 1 人で勤務する産業看護職
の資質能力自己評価尺度」の信頼性、妥当性について検証
するとともに、産業看護職の資質能力の現状と課題を明ら
かにしていく必要がある。 
 本研究の一部は、JSPS 科研費 16H07306 の助成により
行った。 
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